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第 7回 日韓知事会議概要 
 
１  挨 拶 

全国知事会会長 村井宮城県知事                                           

宮城県知事 全国知事会会長の村井でございます。慶尚北道知事を団長とす

る大韓民国指導知事協議会代表団の皆様ようこそ日本へお越しくださいまし

た。心より歓迎申し上げます。 

ここ霊峰富士を仰ぎ見る山梨県におきまして皆様をお迎えし、第 7 回日韓知

事会議を開催できますことは全国知事会会長として大変嬉しく思っておりま

す。また、今回の会議の開催にあたりご尽力いただきました長崎山梨県知事を

始め関係者の皆様に深く感謝を申し上げます。 

1965 年の国交正常化から今日に至るまで日韓両国は様々な課題に直面しなが

らも経済・観光・文化・教育などあらゆる分野で交流を深め非常に緊密な関係

を築いてまいりました。その道のりは決して平坦なものではなく、近年におい

ても困難な時期がありましたが、日韓両国政府の努力もあり、その関係は急速

に改善しております。 

不安定化する東アジアにおいて、自由主義を掲げ安定した体制を構築する日

本と韓国が、互いに協力し合い共通の課題を解決し、未来に向けた行動を取っ

ていくことはこの地域の平和と安定に大きく貢献するものと確信をしておりま

す。 

経済面でも日韓は重要なパートナーであります。日本にとって韓国は第 4 位

韓国にとって日本は第 3 位の貿易相手国となっており、対韓投資額でも韓国に

とって日本は第 6 位の貿易投資国であります。 

日本の多くの企業が韓国に進出するとともに観光面でも日本人の韓国への出

国人数は本年 7 月の 1 か月で 21 万人を超え新型コロナ大流行前の 2020 年 2 月

の 21 万人とほぼ同じ人数となりました。 

また韓国からの留学生は 2022 年度には 1 万 3,000 人以上と教育分野で両国

の未来を担う若者の交流もますます深まっております。 

両国間の友好都市提携数は、第 1 回目の日韓知事会議が行われた 1999 年に

は 77 件でありましたが現在では 2.2 倍の 169 となっており交流事業も活発に
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行われております。これらの地方政府間の交流は日韓友好の大きな基盤であり

ます。 

さて、今回の日韓知事会議は第 1 回目から 24 年目にあたり、今回第 7 回目

となります。両国には多くの課題がありますが、今回の会議では日韓両国とも

に大きな課題となっている少子高齢化と地方創生・地方の均衡ある発展をテー

マとし、日韓の地方政府の連携についても議論することとなっております。こ

の 2 日間の会議を通じて、これらの課題について議論が深まるとともに日本と

韓国の友好親善の絆がより一層強くなることで両国の発展に寄与するよう心か

ら願い、私の挨拶とさせていただきます。 

それでは続いて日本の参加者を紹介させていただきます。 

福田 富一 栃木県知事であります。  

長崎 幸太郎 山梨県知事です。 

川勝 平太 静岡県知事です。 

三日月 大造 滋賀県知事です。 

平井 伸治 鳥取県知事です。 

伊原木 隆太 岡山県知事です。 

湯﨑 英彦 広島県知事です。 

関 昇一郎 長野県副知事です。 

山下 晃正 京都府副知事です。 

江口 勝 福岡県副知事です。 

以上私を含め総勢 11 名の知事、副知事たちが今日は参加をしております。

有意義な会議となりますよう皆様の闊達なご発言をお願いいたしまして私の 

挨拶といたします。本日はよろしくお願い申し上げます。 

 

大韓民国市道知事協議会会長 イ・チョル慶尚北道知事                            

こんにちは。大韓民国市道知事協議会会長でございます。慶尚北道知事で

す。こうして 6 年ぶりに、このように日韓知事会議が開催できるようご尽力し

てくださいました皆様に感謝したいと思います。とりわけ村井会長に対しまし

ても感謝申し上げたいと思います。 
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また、ここ美しい山梨にご招待してくださいました長崎山梨県知事にも感謝

したいと思います。そして本日富士山が見られるように案内してくださいまし

た皆様に感謝したいと思います。先ほど富士山の頭の雲をのけてくださいまし

て本当にありがとうございました。 

そして 1 月にこの会議を開催することをご提案いたしまして、それを心よく

受け入れてくださいまして、本日この場を作ってくださいました平井知事に対

しましても感謝申し上げたいと思います。多くの知事また副知事の皆様にも感

謝したいと思います。 

日本と韓国はこれまでに近いけれども厳しい時間を過ごしてきました。日韓

は経済面、安全保障面、文化面等多くの面を受けましてリードしている、そう

いった国になっております。 

私どもが技術文化など交流をさらに活発にしていけば世界をリードしていけ

るそういった国々になると思います。もちろん国の関係も重要ではありますけ

れども互いに協力できるそういった時代になりました。 

今のユン・ソンニョル政府になり、さらに活発になっていると思います。と

りわけ地方政府間の交流というものは、より重要になっていると思います。今

は地方の時代になっていると思います。都市ではなく、地方こそ、その国を示

す価値になっていると思います。それだけ地方というものが重要度を増してい

ると思います。これから空港を新たに作りますと、日本とさらに近くなると思

います。もちろんその日本と最も近いところは慶尚北道、慶尚南道になると思

いますので地方政府間のそういった取り組み努力というものが必要ですと提案

したいと思います。 

今回、私は各年で開催しているこの会議を毎年開催するということを提案し

たいと思います。また、私どもが感じていることは少子高齢化でございます。        

これは日本が 1 番最初に経験されています。しかしながら私どもが、よりス

ピードで少子高齢化の時代になっています。地方の消滅なども同じようにそう

いった経験をしています。日本が韓国よりも先に経験されましたので私どもが

それをどのように今後学びまして、それを乗り越え地方創生ができるのかとい

うことを皆様と議論をしたいと思います。 

それでは、参加者を紹介いたします。 
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副会長の仁川広域市のユ・ジョンボク市長です 

副会長の全羅北道のキム・グァンヨン知事です。 

世宗特別自治市のチェ・ミンホ市長です。 

江原特別自治道のキム・ジンテ知事です。 

このほか、横浜大韓民国総領事館のキム・オクチェ総領事、市道知事協議会

のユ・ミンボン事務総長も参加しています。彼は国会議員も務め、青瓦台の大

統領室の主席でもあります。また非常に有名な韓国の大学の教授でもいらっし

ゃいます。よろしくお願いいたします。 

 

開催地挨拶 長崎山梨県知事                                                                     

大韓民国市道知事協議会イ・チョル知事はじめ知事・市長の皆様並びに日本

の知事の皆様、ようこそ山梨県にお越しくださいました。開催県を代表いたし

まして心から歓迎を申し上げます。 

皆様をお迎えし歴史ある日韓知事会議をここ山梨県で開催できますことは、

私たちにとりまして大変大きな栄誉であり、心から感謝を申し上げる次第で

す。 

周囲を山々に囲まれました山梨県は古来より人あるいは物が行き交う地でも

あり、現在では多様性が新たな価値を生み出す開かれた地への進化を目指して

います。今回の知事会議におきましては富士山を間近に望みながら、日常を離

れ発想を柔軟にする環境を提供させていただきました。韓国と日本が緊密に協

力するパートナーとなるために自由闊達な意見交換や交流ができますようお役

に立てればと考えております。 

さて山梨県におきましては忠清北道と 1992 年に姉妹都市を締結して 30 年あ

まりの長きにわたり行政、文化、スポーツなど様々な分野で交流を進めてまい

りました。これからは交友関係に基づく、真に実りのある交流に進化をさせて

いきたいと考えております。 

また山梨県では国籍性別年齢などに関わらず多様な個性が尊重され存分に活

躍できる共生社会の実現を目指して取り組んでおります。現在県内には 1,700

人の韓国ご出身の方が在住しており、地域社会を支え大変重要な担い手となっ

ております。今後とも貴国の文化や特色をバックグラウンドに持つ皆様方に山
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梨県の大切な一員として新たな活力を吹き込んでいただきたいと期待をしてい

るところでございます。 

その第一歩といたしまして、昨年 10 月に忠清北道と将来に向かって互いに

発展していくことを目指し、持続的に交流協力を強化する旨の未来志向の合意

書を取り交わしました。 

なお、本日は将来にわたって日本と韓国の友好関係の進化発展を願い、私ど

もの姉妹都市であり忠清北道の高校生代表団の皆さんと地元の富士河口湖高校

の生徒を招待しております。両国の共同繁栄と発展に向けまして、日韓知事会

議において意見交換をさせていただき、実りある会議となるよう祈念するとと

もに開催県としてできる限りのおもてなしをさせていただきたいと思います。

是非とも本日はどうぞよろしくお願いをいたします。ありがとうございまし

た。 

  

山梨県富士河口湖高等学校代表挨拶                                                    

こんにちは。私は山梨県立富士河口湖高等学校の宮です。私たちは明日から

韓国忠清北道の少年訪問団の皆様と 2 泊 3 日寝食を共にした交流を行います。

交流では一緒に料理を作ったりディスカッションをしたり世界遺産を見学しに

行ったりします。 

表面的な交流ではなく本当の意味での交流となり一生の思い出になると思い

ます。高校生同士の交流を通じて青少年交流の活性化に寄与し日本と韓国との

友好をさらに強く深くしたいと思います。簡単ですが私からの挨拶とさせてい

ただきます。 

 

忠清北道青少年代表団挨拶                                                                   

こんにちは。私は日本の山梨県の青少年の国際交流に参加した忠清北道代表

の青少年ソン・ヒジョンと申します。 

このように日韓の交流の場に大韓民国の青少年を代表して招待されたこと心

より感謝申し上げます。私たちは今後 5 日間忠清北道の姉妹交流都市である山

梨県の青少年と共に交流し、お互いの文化を共有する時間を持ちます。 
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今回の交流を通じて私たち青少年は、私たちが誰なのか、そして私は何をう

まくできそして何を好きなのかそんなことを知ることになり、そしてそれを通

じて夢を形成していこうと考えております。このように日韓青少年が友情を分

かち合える機会が作られたのも忠清北道と山梨県の 30 年を超える協力関係が

あったからだと感謝しております。今後も日韓自治体間の協力、将来のある青

少年たちの成長のための足場が作られることを望んでおります。ありがとうご

ざいます。 

 

２  協 議 

仁川広域市 ユ・ジョンボク市長                                                              

皆様、仁川広域市長のユ・ジョンボクと申します。新型コロナウイルスによ

るパンデミック以来 6 年ぶりに第 7 回日韓知事会議がここ山梨県で開催されま

すことを非常に意義深く思っています。 

また今回の会議を通じて日韓地方政府間の交流がさらに活発になることを期

待しています。世界的に不安定な情勢が高まる中、日本韓国はいつにもまして

総合理解また信頼に基づき経済や安全保障など他方面にわって緊密に協力して

おり、また地方政府レベルでも交流協力が活発になっています。 

私は 1988 年 12 月北九州市を始め神戸市、横浜市と姉妹都市友好関係を締結

し様々な交流事業を進めてきています。私は今回の会議のテーマであります地

方創生及び地方の均衡的発展に関する政策、日韓自治体間での協力の重要性に

ついて申し上げます。 

地方創生と均衡的発展というものは都市の競争力が国の発展動力として作用

するという前提のもと政治行政文化社会外交の諸分野にかけて避けられない課

題であると思います。 

ただ各自治体の特性また環境によりまして方法論には差があると思います。

本日この場が各自治体の政策またはノウハウを共有し、地域の発展に役立つ貴

重な場となることを願いつつ仁川市を紹介いたします。 

仁川市は人口 300 万人の大都市です。港湾、空港、道路、電鉄、情報など全

ての道が仁川に通ずる都です。経済自由区域を中心にバイオ、半導体、情報、
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物流などの先端産業が発達した韓国の未来都市であり地域の発展に向け多角的

に努力を傾けています。 

いくつかご紹介します。まず 7 年間維持していました体制をバランスの取れ

た形で再編いたしました。詳細は省きますけれどもこういった行政体制につき

ましても再編を行いました。 

2 点目、仁川市は 1883 年開港から韓国の近代化また産業界を牽引してきた

仁川の中心地が全部一本になります。今は過去とは違いましてこういった港湾

がだいぶ衰退しているのが事実でございまして、この内側と周辺の旧都心を新

しい未来的な形に変えることを進めています。これをルネサンスプロジェクト

と名付けまして、この内側を市民に渡すといったプロジェクトでございます。

文化産業などが新たな成長エンジンになれるような、そういったプロジェクト

を押し進めています。ルネサンスプロジェクトを皮切りにしまして、内側の成

長モデルを作り、地域のバランスの取れた成長を図っていきたいと思います。 

第 3 に仁川市は港湾と空港、経済自由区域を中心にして物流産業また第 4 次

産業を育成して地域の発展を図っています。 

仁川は独特な環境を有しています。仁川国際空港は世界の空港サービス評価

におきまして 12 年連続で 1 位です。荷動きも世界 5 位から 7 位 8 位に位置し

ます。来年になりますと 1 億 700 万人が利用する世界 3 大ハブ空港になると思

います。今の貨物の動きは世界で有数の空港としてサービスを行っています。

こういった航空産業、また今はバイオ薬品の生産が世界トップの年です。サム

スンバイオロジクス、ロッテ、SK バイオなどこういった企業が仁川に拠点を

置いています。その他半導体の後工程の部分におきましても世界 2 位 3 位の企

業が仁川にはあります。その他ロボット、デジタル・データ、次世代自動車、

特に航空 MRO、ドローンといった未来型の成長産業を集中的に育成すること

によりまして韓国の経済の成長をリードしていく、そのような都市になってい

ると言えます。 

次は、仁川は北東アジアの平和発展を先導する国際都市を造成し、地域の発

展また国際社会に貢献したいと考えています。もちろん今も韓国を代表する国

際都市ではございますけれども、仁川国際空港を起点にしまして、15 の国連参

加の機関が仁川にはあります。世界の有数の有名大学も仁川にはあります。 
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また、ウクライナ戦争の勃発により、国際情勢はより緊張が高まっていま

す。新冷戦が激化していることから安全保障と地域発展を大きく脅かしていま

す。自治体間の活発な国際交流や協力によりまして、自由また平和意識を高め

国際的な緊張感の緩和に向けて活動する必要があると思います。 

ということで仁川は次のような交流協力活動を進めています。韓中平和フォ

ーラムでは平和協力のために取り組みを行っています。特に仁川上陸作戦記念

行事が行われ平和意識を高めています。また国連機関・国際機関と協力して国

連の普遍的価値を拡散させています。 

最近、韓国におきましては在外韓国人 750 万人がいるのですが在外韓国人の

ための在外韓国人同胞庁という部署が仁川に設置されています。こういった在

外韓国人のネットワークを構築しまして、それで国際社会へ貢献をしていま

す。それでいくつかの提案をしたいと思います。仁川市では、ベンチマーキン

グとして毎年日本に研修団を派遣しています。研修交流が活発に行われ、そう

いったところに貢献できることを願います。 

北東アジアの平和の増進また緊張緩和については、日中韓の国の改善また発

展のため、地方政府間の活発な交流協力というものが欠かせないと思います。

ということで日中韓の知事会議また市長知事成長会議というプラットフォーム

が必要であると思います。私は既に中国の地方政府とはこういったことにつき

まして議論をいたしました。 

ということで日中韓自治体の成長会議これを 3 か国で共催するということを

ご検討していただければと思います。アジアだけでなく世界的な強国として浮

上する三か国の国家発展にも寄与すると思います。 

最後にこの場にいらっしゃいます自治体の皆様へ、変化発展している仁川市

へ是非足をお運びいただきたいと思います。また仁川市の発展を直接ご覧にな

りまして日本と韓国の地方政府が共に発展できることを願っています。 

ご清聴ありがとうございました。 

 

栃木県 福田知事                                                           

栃木県知事の福田でございます。前回 2017 年に引き続きまして今回も会議

に出席できることを大変嬉しく思っております。韓国と栃木県との関係は深い
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ものがあります。江戸時代すなわち 400 年前になりますけれども朝鮮通信使が

日光東照宮に朝鮮鐘を献納した歴史を有するほか、これまで日韓親善少年柔道

交流大会など民間交流が盛に行われております。 

また日光市と慶州市が観光友好都市協定を締結しております。鹿沼市は順天

市とさつき盆栽による交流を行っております。私も昨年 11 月韓国大使館を訪

問しましてユン・ドクミン大使と会談をさせていただいたところです。今回、

さらに交流を深めて参りたいと思います。さて、栃木県からは少子高齢化につ

いて、特に栃木県の少子化対策についてご紹介をいたします。 

この資料を細かいですけれどもご覧になってください。まず日本と韓国、栃

木県の少子化の状況について、日本、韓国いずれも合計特殊出生率の減少が続

いております。本県も同様で、特に 1970 年代中頃から低下傾向にあります。   

人口規模が長期的に維持される水準 2.06 を下回る状況が 40 年以上続いてお

ります。昨年の合計特殊出生率は 3 年連続で過去最低値を更新しました。日本

は 47 都道府県ですけれども栃木県は 36 位という状況です。 

次に日本国内の他県との比較等による課題の分析ですけれども、図の 1、2

の通り、25 歳から 29 歳の女性の未婚率及び女性の平均初婚年齢の上昇幅は、

他の都道府県と比較しまして大きく、図 3 から分かるように有配偶者出生率に

ついては他の都道府県と比較して減少幅が本県は大きい状況にあります。 

第 2 子以降の出生割合につきましては、男性の家事育児時間が長いほど高い

傾向にあります。これは国のデータでございます。図の 4 の通り栃木県は他の

都道府県と比較しまして男性の家事時間が短いうえ、加えて表 3 のように全国

のデータでは経済的・心理的負担等によって理想とする人数の子供を持つこと

を諦めている夫婦が多いという状況でございます。こうした、待ったなしの現

状と課題の分析結果を踏まえまして、とちぎ少子化対策緊急プロジェクトをこ

の 8 月まとめました。 

3 つ目標を掲げました。1 つ目、若者の結婚の希望を叶えるということで

す。出会いから結婚まで結びつくように中段にあります縁結びムーブメント創

出事業として結婚支援センターの登録料の割引、未婚男性向けの料理・洗濯・

掃除などの家事講座の開催の他、交際中のカップルを後押しする取り組みを行

っております。 
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２つ目は理想のとも働きとも育てを実現することであります。下段にありま

すようにとも働きとも育て応援事業としまして、男性の育児休業取得率向上に

取り組むほか、夫の家事時間を増やし、夫婦でともに家事を行うとか、これら

の普及啓発で、男女がともに仕事・育児・家庭で活躍をし、理想の暮らしの実

現を目指すこととしております。 

3 つ目が最後ですけれども、子ども子育て世帯に優しいとちぎとして、中段

に子育て世帯に優しいとちぎづくり事業といたしまして、産後の母子が心身ケ

アあるいは育児サポートなどを受けやすくする、あるいは保育所等で保護者が

使用済みおむつを持ち帰ることがないよう、処分費用を補助するなど子育てに

おける心理的・精神的負担の軽減を図るとともに、手厚い子育て支援体制を整

備してまいります。 

これらの取り組みにつきましては、第一弾実施事業として、今年度中に実施

することとし、さらに来年度第 2 弾実施事業に取り組む予定でございます。人

口減少問題の克服に向けまして日本国の子ども子育て政策強化の動向を踏まえ

ながら若者などのニーズ、あるいは現状分析を行いながらさらなる施策の充実

強化を図ってまいりたいと思います。少子化対策は残念ながら特効薬がありま

せん。複雑に絡み合った課題に様々な角度からアプローチをしていくほかない

と考えております。効果の高い対策を講じてまいりたいと思います。 

また、文化的にも近い日韓双方の取組を共有し、これをヒントにした取組で

少子化をなんとか盛り返すことができれば日本にとっても韓国にとっても大変

喜ばしいことであると思います。そういった意味でも日韓知事会議は貴重な場

であり、こうした機会をいただきましたことを感謝申し上げます。 

結びに、栃木県は半世紀以上にわたりましてイチゴの生産量が日本一でござ

います。さらに品評会で日本一に輝いたとちぎ和牛、このほかにもまだまだ美

味しい食があります。鬼怒川・塩原など多くの温泉もあり、日光の世界遺産の

寺社など歴史・文化も有しております。コロナ前には 1 万人を超える韓国の方

が栃木県に宿泊されておりました。残念ながら今は半分以下に減っておりま

す。 

企業立地にも適したところがたくさんありますので是非ご紹介いただきたい

と思います。栃木県の魅力を是非、今後お出かけをいただき堪能いただきまし
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て、その際には心のこもったおもてなしで歓迎することをお約束申し上げて私

の説明を終わります。ありがとうございました。 

 

山梨県 長崎知事                                                        

山梨モデル P2G システムについて、改めてご説明申し上げたいと思いま

す。 

この P2G システムですが、太陽光発電など再生可能エネルギーの余剰電力

を活用しグリーン水素をつくるエコシステムであります。脱炭素化に向けま

して世界最先端の技術と評価をされております。現在、山梨県北杜市内のサ

ントリー白州工場、あるいは福島県内のガラス機器工場におきまして、日本

国内では最大級となります大規模 P2G システムの導入事業に取り組んでおり

ます。 

2025 年度以降、順次運転を開始する計画となっております。特に白州工場の

周辺は良質な水が取れることからウイスキーだけではなく、日本酒やミネラル

ウォーターなどの工場があります。この P2G システムで作り出す水素を、こ

のエリア全体でシェアし物づくりに活用していく世界トップクラスの水素利用

エリアを目指してまいります。 

また私どもの P2G システムは太陽光などの電力変動に対しまして極めて高

速に反応しグリーン水素の製造を行うことができるという特性を有しておりま

す。このため気象状況によって変動する再生可能エネルギーの活用先ができる

ことで、電力変動に、瞬時に対応し送電系統内の受け入れ能力に余力を生じさ

せることができ、再生可能エネルギーの利用拡大を図れるという効果も発揮し

ます。このことから将来の再生可能エネルギーの電力化に向けまして大きな注

目を集めているところであり、P2G システムの国内外への展開により脱炭素の

実現に向けて貢献してまいりたいと考えております。是非とも韓国の皆様方に

おかれましては、グリーン水素を安心安全に製造する P2G システムにご関心

を持っていただきたいと考えております。このシステムの導入のご意向があれ

ば最大限のお手伝いをさせていただきたいと考えております。是非、本県と共

同で取り組みを進めていければと強く希望する次第です。 
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もう 1 点、山梨県からご提案がございます。富士五湖自然首都圏構想という

ものをご説明したいと思います。この構想は日本を代表する自然豊かな観光リ

ゾート地であります富士五湖周辺、まさにこのエリアでありますが、このエリ

アを教育、文化、芸術、伝統、創造、革新の中心となります 21 世紀の自然首

都圏へと発展させていくことを目的とした国際プロジェクトであります。 

このプロジェクトは多くのグローバルな組織、あるいは企業へ参画を呼びか

けております。共同で新たな首都のあり方あるいは未来社会のビジョンについ

て社会実験を行うことを目指しております。この構想を実現するための第 1 歩

といたしまして昨年 12 月に世界各国の教育機関や研究機関、芸術団体、音楽

団体、社会貢献団体や非営理組織、大企業やスタートアップ企業などが多数集

まる協働組織体「富士五湖自然首都圏フォーラム」を設立いたしまして、現

在、精力的な活動を行っております。 

またこのフォーラムですが民間と行政の「新たな協働のスタイル」を生み出

すものでもあります。まず民間が新たな社会システム実現のアイデアを出し賛

同する企業が集まり、それを行政が制度や財政を始め様々な形で支援していく

という方式で運営しております。こうした運営方針のもと、現在、このフォー

ラムでは富士山登山鉄道など環境負荷を軽減する交通手段への移行を目指すグ

リーンモビリティ富士五湖ワーキンググループ、あるいは文化と芸術のコミュ

ニティ作りを進めます。アートシティ富士五湖ワーキンググループなど 5 つの

テーマを掲げたワーキンググループが様々な活動を行っております。 

特にグローバル富士五湖ワーキンググループは、先週 10 月 26 日にこの富士

五湖地域に世界中から様々な教育機関、研究機関、芸術団体などが集まり、共

同して世界が直面する諸課題を解決するための国際プロジェクトを実施する富

士五湖グローバルビレッジを発足いたしました。このグローバルビレッジには

すでにアメリカからオンライン教育のトップランナーでありますアナハイム大

学や黒沢明スクールオブフィルムが参画し、さらに全米の 500 以上の州や市が

世界 145 カ国と 2000 以上の姉妹都市提携を結んでいる「シスター シティ 

インターナショナル」のカリフォルニア代表部である「カリフォルニア シス

ター シティズ」など 10 組織が参画をし、今後、様々な国際イベントを計画

しております。その 1 つとして来年 2 月にはカリフォルニアの先進的な芸術祭
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「カリフォルニア ヤングアーティスト エクスポ」と連携をし、日本の高校

生や大学生の作品を世界へ発信する芸術祭「フジ・カリフォルニア ヤング 

アーティスト クロスオーバー エクスポ」の開催を予定しております。この

国際プロジェクト「富士五湖自然首都圏フォーラム」と「富士五湖グローバ

ル・ビレッジ」は山梨県及びこの富士五湖地域の自治体が全面的に支援してお

ります。このフォーラムとビレッジに参画された海外組織や海外企業に対しま

して、富士五湖地域での活動拠点となります共同オフィスを提供しており、こ

の地域の様々な施設が使えるように便宜を図っております。そしてカリフォル

ニア州をはじめとする参画組織や企業との協働の機会を提供することによりこ

の地域で様々な国際共同イベントあるいは国際共同プロジェクトの実施を支援

しております。今後ブラジル、スペイン、スイス、ベトナムなどを始めとして

海外から多くの組織企業に参画をいただき様々な国際イベントを開催していく

予定となっております。是非とも韓国の皆様におかれましても、この「富士五

湖自然首都圏フォーラム」と「富士五湖グローバル・ビレッジ」にご参画をい

ただき広く世界へ繋がって活動していただければと考えております。 

なお本日は、この富士五湖自然首都圏フォーラムの会長として中心的な役割

を担ってい頂いている田坂山梨県顧問から富士五湖グローバルビレッジ構想に

ついて発言をさせていただきたいと考えております。何卒よろしくお願いをい

たします。 

 

富士五湖自然首都圏フォーラム 田坂会長                                 

山梨県知事からご紹介をいただきました、富士五湖自然首都圏フォーラム会

長の田坂です。よろしくお願いいたします。 

そもそも、この富士五湖自然首都圏フォーラムという名前を聞かれると随分

野心的なプロジェクトと思われるかもしれませんが、先ほども会長がおっしゃ

っていたように、これからの時代というのは、もう地方の時代、ある意味では

地方がそれぞれ自分たちの地域こそ首都圏であるというような着想を持って、

その地域を大きく盛り上げていくことが、大きな流れになってくるだろうと思

っております。その意味で、あえてこの山梨県富士五湖、皆さんに今日ご覧い

ただきました素晴らしい景色、この自然ここに首都圏の機能を大きく持ってこ
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ようと、もちろんこれは日本中の様々な自治体でもそういう動きをされてよろ

しいかと思いますが、山梨県は東京から車で 90 分程度、電車でも同じような

時間で来県できる比較的近いということもあります。そしてコロナ危機の後、

オンラインで、リモートで仕事することもごく当然のような時代になっており

ますので、ますますこの富士五湖の地域が首都圏としての機能を果たせるよう

になるだろうという考えのもとに、この構想を立ち上げた次第でございます。  

そして、先ほどからその構想については長崎山梨県知事からご説明をさせて

いただきましたので、私からは富士五湖グローバルビレッジ構想について、少

しだけ補足の説明をさせていただきます。 

このグローバルビレッジ構想というのは、この自然首都圏フォーラムの 3 つ

のワーキンググループが力を合わせてスタートしたものです。世界中から若い

世代の人々が集まり文化や芸術・教育や研究、革新や創造の分野で新たな取り

組みを始めるコミュニティ、広い意味でのスタートアップコミュニティ、いろ

んな物事を新たに始めるそういうコミュニティにしていこうという試みであり

ます。 

その最初の試みが先ほど長崎知事からも紹介がありましたがカリフォルニア

と結んで「フジ・カリフォルニア ヤング アーティスト クロスオーバー 

エクスポ」を行います。同時に「フジ カリフォルニア ユース リーダーシ

ップ サミット」というものを行います。これは日米さらには世界の高校生と

大学生が集まり、地球・環境・世界平和・持続可能性・多様性など様々な社会

的テーマについて語り合う場であり、その対話を通じて若い世代のリーダーを

育てていきたいと考えております。 

また、このサミットでは社会的テーマでの議論だけでなく高校生や大学生を

始めとする若い世代からのアート作品を展示し交流をしていく予定です。  

なぜ、このような形でグローバルビレッジへ世界各国の若い方々に集まって

いただき、イベントを行うのかというのは改めて申し上げるまでもなく、今、

若い世代からご覧になると、世界の未来というのはなかなかに明るい希望が見

えにくい時代かと思います。例えば、地球環境問題・気候変動危機は元より、

資本主義そのものも世界的に認識されているように、もう限界に達しておりま
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す。私自身もダボス会議のメンバーではありましたが、資本主義の変革という

ことをダボス会議も今大きく掲げて、その変革のビジョンを描いております。 

また民主主義というものも実は民主主義の矛盾というものが、例えばアメリ

カを見ても残念ながら色んな矛盾が出ており、ただ民主主義が素晴らしいと言

えない時代を迎えていることも事実かと思います。さらには核戦争の脅威のよ

うなものまで真面目に議論せざるを得ない、そういう時代を迎えるにあたっ

て、若い世代の方々がこれからの人類の未来を、勇気と叡智を持って切り開い

ていく、そのような若い人材を育てていくということが非常に大きなテーマに

なるだろうと考えております。そこで、韓国からも是非、この新しい世代を育

てる国際イベントにご参加いただいて、そこで生まれてくる両国の若い世代の

絆によって日韓の新たな時代を切り開いていただければと思います。 

最後にもう 1 つだけ付け加えさせていただければ、先ほども日韓の高校生の

方々の交流がありますが、言語として例えば英語を使われるのかもしれませ

ん。今世界は英語が共通言語になりつつありますが、実はこの富士五湖グロー

バルビレッジのもう 1 つの共通言語はアートであります。これからの時代、言

語や文化の異なる世界の人々をグローバルなレベルで結びつけるのは、いわゆ

る言葉だけではなく絵画や写真、グラフィックスや CG、音楽や映像、映画、

漫画やアニメ、ダンスやパフォーマンス、料理さらにはデザインやファッショ

ン、建築やインテリアなど、非常に広い意味でのアートというものが言葉を超

えたコミュニケーションの手段になっていくと思っております。従ってこの富

士五湖グローバルビレッジでの共通の言語は、言葉、英語を超えて、このアー

トというものを若い世代の共通の言語にしていきたい。いや若い世代だけでは

なく世界全体の共通の言語にしていきたいと考えております。それが先ほど申

し上げたアートのイベントを行うもう 1 つの大きな理由でもあります。そのよ

うに申し上げると私ども山梨県が今何を考えているか少しばかりご理解いただ

けたかと思います。 

是非ご列席の韓国の皆様方も、この海を越えてこの富士五湖グローバルビレ

ッジにご参画いただければと思います。先ほど知事から紹介がありましたブラ

ジル、スペイン、スイスさらにはベトナム、中東からも参加があるかと思いま

す。単にカリフォルニアだけではない世界中から若い世代の方々が集まってく
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るそういう素晴らしいビレッジにしていただければと考えております。私から

のご報告は以上でございます。ありがとうございました。 

 

世宗特別自治市 チェ・ミンホ市長                                          

富士山に恵まれた美しい山梨県に訪れ韓国と日本の団体の皆様とお会いでき

て大変嬉しく思います。私としては 30 年前東京大学に留学したことがありま

したが、その時、日本の皆様から受けた温かいおもてなしと友情は、長い歳月

が経っても、私の心中に深く刻まれております。今回、私は 20 年ぶりに日本

を訪れましたが、日本と日本の方々の変わらない温かさに改めて心から感銘を

受けました。ありがとうございます。 

これからは世宗市のことを発表させていただきたいと思いますが、発表は韓

国語でさせていただきます。 

大韓民国は、過去数十年間にわたり輝かしい経済発展を遂げ、世界上位圏の 

経済大国へと成長しました。しかし、そうした成長にも関わらず首都圏に全て

が集中してしまい、非首都圏との格差がどんどん広がっていきました。首都圏

の面積は 11.8％に過ぎませんが、地域内の総生産、就業者数、人口数が、韓国

全体の半分以上を首都圏が占めていまして、その格差はまだ縮まっていませ

ん。こうした首都圏と非首都圏の非均衡によって非首都圏の人口はどんどん減

っていき、産業の衰退も起こり地域消滅の危機に直面しています。 

こうした状況を、政府は理解し首都圏集中になっている。そういった限界を

克服し落ち込んだ地域経済を回復させるために首都ソウルの行政機能を果敢に

も地方に移転する、新行政首都後続対策を作りました。 

2007 年 7 月に世宗特別自治市が発足しました。世宗特別自治市は総面積が 

465 ㎢、行政中心複合都市として計画されました。そして、計画されている部

分は 72.91 ㎢です。この新都市は、まだ完成途中にあります。まだ工事が続い

ており、2030 年まで建設計画が進行中で 1 年に 2 万人ずつ人口が増えていて

初めは 10 万人でしたが今は 40 万人まで増えました。今後は 2070 年まで 70 万

人まで増やすということを目標としております。 
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今、首都ソウルにある中央行政機関は 80％ほどが世宗市へ既に移転していま

す。そして首都圏にある 16 の国際研究機関も全て世宗市に移転し研究事業を

行っております。 

そして今年は国会の 70%にあたる常任委員会が世宗市に移転する法案を国会

で確定いたしました。合わせてユン・ソンニョル大統領は、本人の執務室の第

2 執務室を世宗市に移すという計画を確定し、それも予算に反映させて事業が

進められています。世宗議事堂の建設が確定し、大統領の第 2 執務室が移転す

ることになっております。それにも関わらず首都圏と非首都圏の格差が縮まる

かというと、それほど簡単なことでもありません。都市を 1 つ作ると言ってソ

ウルの人口が簡単に動くものではありません。世宗特別自治市を新しく建設し

ても、首都圏の人口は依然として増えています。ですから政権では単純に世宗

特別自治都市 1 つを作ったからといって人口が分散し非首都圏と首都圏のある

いは均衡がなされるかというと、それは言うなれば、甘い考えだというような

考えを持ちまして、地方の時代だという地方時代委員会という委員会を大統領

直属で作り地方機関政府の地方に首都圏の機能を移す計画を立てています。首

都圏は首都圏に人口が集まる理由はまず何なのか、物価もありますし居住環境

にも関わらず国民が首都圏に集中する理由は、やはり雇用と教育と文化福祉施

設に理由があるということです。ですからユン政権は教育と機会発展特区とい

うそうした雇用と雇用を地方に作る画期的な機会がなければ地方分散はなされ

ないという判断をなさいました。この市の市長として市が住みやすい町でなけ

ればやはり人口は増えないですから、魅力のある都市を作らなければいけない

と考えております。今回、日本に来まして私は色々なところを訪問し、千葉市

を訪問し、日本のコンピューター技術に関する施設も訪問いたしました。地方

都市でもありますけれども、テストベッドとしてスマートシティとして、発展

することも目指しておりますので、こういった先端技術といったものも発展さ

せることに力を注いでいます。そして 2026 年には市全体を都市と発展させる

ことを考えております。 

2027 年に世宗市のみではなく地域圏も含めて共同で誘致することに成功し、

FISU ワールドユニバーシティゲーム夏季大会が開催されます。2025 年の国際

庭園都市博覧会も誘致しております。 
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こういったことに大変努力をしております。国家均衡の問題そして地方の人

口消滅問題は簡単な施策では解決できる問題ではないということを考え、やは

り首都圏に集中する人口を、税制などを通して果敢に分散させる方法といった

ものを、中央政府と共に提案するなどして進めていきたいと思っております。 

また、日本との親しい関係を世宗市は望んでおります。日本には世宗市のよ

うな都市がないので、そういった都市が作られて、そういった都市とともに日

本と韓国の今日の問題について共に協議していく機会があればと思います。あ

りがとうございました。 

 

静岡県 川勝県知事                                                       

ただいま、チェ・ミンホ世宗特別自治市長のご報告を拝聴いたしました。10

年ばかり前、まだ出来たての世宗市を訪問しましたおり、本当に温かく応接 

していただきました。今、ここ富士山の下で 10 年ぶりにお目にかかれて感激

をしているところでございます。 

さて、静岡県について申し上げますと、ここ山梨県に隣接しておりまして山

梨県と共に日本の国土の象徴である世界遺産の富士山を預かっております。人

口は 360 万人、温暖な気候に恵まれた地域です。古くから日本の東西を結ぶ交

通網が整備されておりまして、東西の文化が交わる地域として発展してまいり

ました。 

2009 年富士山静岡空港が開港いたしまして、韓国との交流も急速に深まり、

仁川空港便が毎日運行してくれております。今日はこのうち 2 つ、1 つは韓国

との交流、もう 1 つは今年 2023 年静岡県を舞台の 1 つとして開催されており

ます東アジア文化都市について紹介させていただきます。 

まず静岡県と韓国との交流の歴史は、663 年のいわゆる白村江の戦いまで遡

ることができます。百済は 660 年に滅びましたが 663 年に援軍を送りました。

その大将を務めたのが、今の静岡県の一部でございます駿河の国の庵原君臣と

いう方で、1 万人あまりの兵隊を率いて渡った記録が日本書紀に残っておりま

す。また静岡県は日韓平和外交にとってゆかりの地域でございます。静岡市に

ある清見寺は、先ほど福田栃木県知事が言われました江戸時代に多くの朝鮮通

信使が往来した地でございます。通信使の書による数々の扁額などが残されて
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おります。これは今ユネスコの遺産になっております。江戸幕府を開いた徳川

家康公が静岡市にあった駿府城にて朝鮮通信使をお迎えした、その 6 月 20 日

に、朝鮮通信使の記念日として、2014 年から毎年、朝鮮通信使記念茶会を開催

しております。 

これまで韓国側から多くの要人をお招きいたしまして、2018 年には、亡くな

られました尊敬しておりましたイ・ワング元国務総理を迎え、また今年は忠清

南道のキム・テフム知事にもご出席いただきました。そして富士山が世界文化

遺産に登録された 2013 年、かつての百済王朝との関係が 1300 年以上の時を超

えて、百済が都を置かれました現在の忠清南道と静岡県との友好協定締結とい

う形で実りまして、以来、青少年・文化など幅広い分野において交流を進めて

おりまして厚い信頼関係が築かれております。 

今年、友好協定締結 10 周年となることから、私が忠清南道のキム・テフム

知事からお招きを受けまして訪問いたしました。特に今年は 523 年に亡くなら

れました百済の武寧王没後 1500 年祭ということで、大百済典に是非参加して

お祝いをしたいと。その時にユン・ソンニョル大統領閣下もお祝いに駆け付け

られ、ここにいらっしゃる横浜総領事のキム・オクチェさんと共にお祝いをい

たしました。大統領にもご挨拶ができました。 

本県は友好的互恵・互助に基づく善隣外交、地方自治体ならではの日韓の平

和外交に貢献していくつもりでございます。 

もう 1 つご報告したいことがございます。それは東アジア文化都市でありま

す。東アジア文化都市というのは日本韓国中国の 3 カ国において選ばれた都市

が 1 年間を通じて様々な文化芸術やイベント、国際交流事業を実施するもので

す。元々は EU 加盟国によるヨーロピアン・キャピタル・オブ・カルチャーと

いう欧州文化首都がモデルでございます。東アジアの相互理解や連帯感の形

成、また多様な文化の国際発信を目的として、今から 9 年前の 2014 年にスタ

ートいたしました。今年は 10 回目ということで韓国は全州市、中国は四川省

の省都である成都市と梅州市です。それから日本では静岡県が選ばれておりま

す。静岡県は、今年は日本の文化の顔、文化首都でございます。文化により地

域の魅力の発信や国際交流を進めることで東アジアの平和を希求し人々の豊か

さ・幸福を創造することを目指して取り組みを進めております。 
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一般的に考えられる文化に加えてスポーツ、全州市は食文化でも有名でござ

いますので食文化、産業分野に至るまで文化の範囲を幅広く捉え、県内各地で

文化イベントを展開しているところです。また人口は 360 万いますが、360 万

人の来場者数、また 500 本の事業を目指しましたが、なんともう既に 9 月の末

で来場者数は 686 万人、そして事業数も 869 本と経済効果はもう優に 100 億円

を上回るというように試算されているところでございます。 

国際交流につきましても 7 月下旬には全州市に静岡市・成都市の高校生が集

まりまして 3 か国の伝統遊び交流会が開催されました。8 月には全州市の高校

生が静岡市を訪れ親交を深めました。10 月には全州市・成都市・梅州市から大

学生を招きまして、県内大学生や留学生を交えた学生フォーラムやフィールド

ワークを行うなど若い世代の交流が広がっております。 

この文化交流、芸術の秋でございます。世界トップクラスのオペラ歌手が集

う静岡国際オペラコンクールには、韓国からも毎回ご参加いただきまして、そ

の他美術書道、文芸、音楽、演劇など県民の誰もが参加できるふじのくに芸術

祭などの文化交流事業に加え、スポーツ、食文化などのイベント、地域伝統の

お祭りなどが県内全域で集中的に今行われている真最中でございます。12 月末

の閉幕まで事業を切れ目なく展開し多くの人々の感動を呼ぶフィナーレに向け

て最後まで全力で取り組んでいる最中でございます。この東アジア文化都市は

日本と韓国、あるいは日本と中国の政治外交関係が厳しくなった時でも 1 度も

中断されたことはございません。文化交流の重要性を韓国の文化のトップも日

本の文化のトップも中国のトップも心得ているということでございましょう。

欧州のヨーロピアン・キャピタル・オブ・カルチャーがヨーロッパの統合に寄

与したように、この東アジア文化都市を含めた日韓また日中韓の自治体間の協

力交流が東アジアに平和をもたらしていくものと確信しているものでございま

す。以上で発表を終わります。ありがとうございました。 

 

滋賀県 三日月知事                                                      

皆様こんにちは。滋賀県知事の三日月大造でございます。私は韓国語を習っ

ておりまして、少しは韓国語でお話しすることができます。コロナを乗り越え
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まして 6 年ぶりに対面で日韓知事会議が開催に至りましたことを非常に嬉しく

思っています。 

韓国側の知事の皆様方とは初めてお会いすることから、簡単に私の自己紹介

から始めさせていただきます。 

ここからは日本語で発言させていただければと思います。よろしくお願いい

たします。 

私は 1971 年生まれの 52 歳でございます。大学卒業後、JR 西日本、ウエス

トジャパンレイルウェイカンパニーに入社し鉄道員をしておりました。2001 

年、東京新大久保駅で韓国人留学生イ・スヒョン氏が亡くなられたことを心に

刻んでおります。その後、私自身も運転手をし、労働組合の役員を経て松下政

経塾で修行した後、ちなみに村井会長は私の先輩にあたります。2003 年から衆

議院議員となり 10 年、国政で仕事をさせていただきました。議員時代は日韓

議員連盟に入りまして、未来委員長も務めさせていただいたことがございま

す。 

その後、2014 年に滋賀県知事に就任し、現在 10 年目となっております。資

料 2 にもありますとおり、滋賀県は日本の中央、京都の隣に位置しており、東

京から滋賀県まで新幹線で 2 時間半でお越しいただけます。そして県の真ん中

には日本最大の湖、そして 400 万年もの歴史を持つ世界で 3 番目に古い湖、琵

琶湖があります。琵琶湖を一周すると約 235km。湖岸の美しい風景を楽しみな

がらサイクリングすることができます。私たちはビワイチと呼んで、毎年 10

万人以上の方々がサイクリングを楽しまれています。様々な恵みをもたらして

くれるこの琵琶湖を、私たちは親しみと敬意を込めて母なる湖マザーレイクと

呼んでおり、後世に大事に引き継いでいきたいと考えているところです。 

また滋賀県は新幹線や高速道路などの交通網が発達しておりますことから、

様々な製造業が盛んです。ちなみに雪見だいふくでおなじみのロッテの滋賀工

場は、今から 450 年前に織田信長が城を築いた安土の地に 1985 年から稼働さ

れており、地元自治体と一緒に地域活性化活動も行っていただいております。

また、世界で流通している、世界の女性を美しくする P&G の SK-Ⅱも全て滋

賀県で製造されております。 
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さらに滋賀県は歴史と文化が豊かな土地でもあります。韓国の伽耶地域の古

墳群が今年 9 月に新たな世界遺産に登録されたことをお祝い申し上げたいと思

います。滋賀県にも世界遺産比叡山延暦寺がございますし、彦根城は現在登録

を目指して活動しているところです。この彦根城下には、世界記憶遺産として

その歴史的価値が認められている、先ほど来たくさん紹介されている朝鮮通信

使が宿泊された寺院が存在し、彦根の武士たちと朝鮮通信使の方々が漢詩や儒

学を通じて交流を深め、互いの教養を称えあったとの記録も残っているところ

です。そして日韓の親善外交を支えた儒学者雨森芳洲先生の出身地は、滋賀県

であります。雨森芳洲先生の教えである、相手への誠意や信頼を大切にする誠

信の交わりを大切にし、隣国とさらなる相互理解と友好を深化させていきたい

と考えております。 

このような歴史もございまして、現在、滋賀県には約 4,000 人の韓国籍県民

が住んでおられます。コロナ禍の間にも、駐大阪韓国総領事をお招きいたしま

して、県民や大学生との座談会を開催し、草の根交流の大切さを共有するとと

もに、両国の相互理解や友好を深めるためには何が必要なのかということにつ

いて、多くの人が考えるきっかけづくりを行いました。また朝鮮学校への食料

支援も行ったところであります。現在、滋賀県自体は姉妹市・道を持っており

ませんが、滋賀県内の大津市、近江八幡市、守山市、甲賀市、東近江市、日野

町が韓国の自治体と友好提携をしており、県庁所在地の大津市は、本日御参加

いただいております慶尚北道にある亀尾市と友好提携をさせていただいている

ところです。現在、県としても友好提携を結ぶ場所がないのか探しているとこ

ろでもあります。 

また滋賀県は、今日も御出席の鳥取県、京都府、また、今回はお越しになっ

ていませんけれども大阪府などと、2010 年から 8 府県 4 市からなる日本で唯

一の広域連合、関西広域連合を組織し、現在、様々な広域行政を行っていると

ころであります。 

先ほどの世宗市の取組もとても参考になりました。また来年 1 月には韓国に

訪問する予定を作り、準備をさせていただいているところですので、是非、さ

らなる交流促進に努めていきたいと存じます。 
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1 点御紹介したいことは、少子高齢化についてであります。滋賀県は日本で

1 番長寿の県でもあります。2022 年に国が発表したデータでは、滋賀県の男性

の平均寿命は全国で 1 位、女性は 2 位となっております。健康的なライフスタ

イルの方が多いと言われておりますが、例えば郷土料理の鮒寿司というものが

ございます。これは琵琶湖で獲れる魚とお米を発酵して作るのですが、これも

良い影響をもたらしているのかもしれないと考えているところです。自然生態

系を基盤とし、その上に産業、経済、社会を盛り上げ、さらにその上に人の健

康をより充実したものにしていく健康しがのプロジェクトを進めているところ

であります。 

日韓の各自治体には様々な課題がございますが、大きな可能性を今日は感じ

ることができました。是非、今日のこの会議をきっかけに、さらに日韓の地方

都市の交流が促進いたしますよう私自身も努力することをお誓い申し上げ、報

告とさせていただきます。ありがとうございました。 

 

鳥取県 平井知事                                                        

尊敬する会長、知事、市長、横浜総領事、ユ・ミンボン事務総長の皆様こん

にちは。私は平井伸治と申します。再会できまして非常に嬉しく思っていま

す。ありがとうございます。 

本日、こうしてお迎えをできたわけでありますが、先ほどイ・チョル会長が

おっしゃっておられました 1 月に、この会議をやろうとお話がございました。

その時に、4 月に選挙でしたけれども、それを頑張ってなんとか実現していき

ましょうということで、今回それを村井会長に見事に引き継いでいただいた、

ということで感謝しておるわけでありです。 

これから、鳥取県のことを紹介させていただきたいと思います。あのまず資

料にありますように、私どもは江原道と一緒に交流をしています。来年で 30

周年です。キム・ジンテ知事とは度々お会いをして、パートナーシップを強化

しているところでございます。 

鳥取には美味しいものはいっぱいあります。美味しい果実では梨ですね。山

梨県で梨が取れるのかという話がありましたが、山梨よりも梨を取っていま

す。それから鳥取には鳥取砂丘コナン空港とか、米子鬼太郎空港があります。
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今度仁川国際空港と 25 日から定期便が飛ぶようになりました。そんなように

してこれから盛り上げていきたいと思います。 

先ほど、おっしゃっておられましたけれども、今、関西で一緒に色々とやろ

うと三日月広域連合長と一緒に仕事をしています。2025 年には万博がこの関西

大阪で開催をされます。是非これを機会に日韓の交流も増やしていければと考

えているところであります。 

また、この会議をやるたびに少子化対策、人口減少、高齢化などの問題が取

り上げられますが、鳥取県は、昨年全国で唯一出生数が多くなりました。それ

で合計特殊出生率も上がりました。その経験から、やっぱり不妊治療が大事で

あると思います。またいろんな子育ての負担を軽減する。来年からは子供の医

療費を 18 歳まで完全無料化しようというこということで市町村と合意しまし

た。このように、やはり投資をしていかなければいけないのです。  

でも、国がこうしたそれぞれの地域のあの事業を支援すべきだと思っていま

す。また、あの地域の人口減少のために、韓国ではどうか分かりませんが、買

い物先のスーパーマーケットが次々今閉店していく、というところまで来まし

た。これを、鳥取県は半額助成をしまして、市町村と一緒に買い物の機能を継

続する新しい事業を始めております。 

交通とか医療とか、この辺の確保が韓国でも日本でも重要な課題になってく

るのではないかなと思っております。私たちはこうして同じ民主主義の価値観

を共有するものとして、こうした会議を通じて知見を深め住民の役に立つよう

になればと思います。 

先ほど、おっしゃっていました遠くの親戚より近くの他人という意味だと思

いますが、そのようなことで、今日の会議を本当に感謝申し上げております。 

 

江原特別自治道 キム・ジンテ知事                                          

皆様初めまして。江原道のキム・ジンテと申します。私がとても尊敬する平

井伸治知事とお会いできて嬉しく思います。 

韓国と日本は、長い間共に成長してきており、経済だけでなく文化の面にお

いても互いに影響をし合っています。両国が協力すれば同伴成長の可能性は大

きいと思っております。よろしくお願いします。 
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江原道は、先日特別自治道に変わりました。これまでは観光を中心にしてお

りましたけれども、今は産業を中心にして再編をしようと考えています。しか

しながら人口は私が思うほど増加していません。こういった非常に危機的な状

況に直面していますということで、この場で私どもが取り組んでおります 3 つ

の政策をご紹介したいと思います。 

まずは、子供をたくさん出産することができるよう子育て手当てを給付して

います。生まれてから 8 歳まで 50 万から 30 万ウォン、10 万ウォン、こうい

った形で子供を支援しています。生まれて初年度 1 年間の韓国のお金で 1000

万ウォンを超えています。生まれてからの方が 1000 万ウォン以上です。  

今後、人口増加のため生活人口という概念というものを研究しています。 

皆様ワーケーションという言葉を聞かれたことはありますでしょうか。ワー

クとバケーションの合成語になります。住民登録はしなくても私ども江原特別

自治道にいらっしゃいまして、ここで仕事をしながらまた休暇ができるような

そういったシステムを今研究しています。 

また 3 点目は帰農するということです。江原道に来て帰農するそういった農

民に対する支援のため、かかる全ての費用の半額を支援します。実際にやって

みて、そういったことをまた紹介したいと思います。 

これから 3 つの提案をさせていただきます。日韓の間に定期的な優秀事例を

共有できる交流会の開催を提案したいと思います。先月岡山県真庭市長の太田

昇市長が江原道を訪れました。それで特別講演をしてくださいました。こうい

った山間地域における経済についての講演がありまして、それで江原道におき

ましても、それをロールモデル化しようとしています。今この場に伊原木岡山

県の知事がご出席してくださいました。伊原木知事に対しましても、皆様、是

非とも素晴らしい取り組みであるということを賞賛していただければと思いま

す。 

また姉妹都市また友好都市の間でこういった友好をさらに活性化していくこ

とを提案したいと思います。先ほど鳥取県知事からもご発言がありましたが 30

周年の姉妹関係の歴史があります。またソウル市と米子市の間における定期便

が新しくするということになります。また本日はご出席されませんでしたけれ

ども、富山県と私どもの江原道の間で友好交流締結をしまして、今年 30 周年
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を迎えました。それで 11 月 3 日は富山県を訪問しまして 30 周年記念行事を行

う予定です。 

また最後の提案になりますけれども、先般、江原世界森林エキスポを開催し

ました。私どもの局長また公務員がその国際行事で参加をさせていただきまし

たが、来年 1 月に江原青少年ユースオリンピックが開催されます。皆様、是非

足をお運びいただければと思います。また、青少年の皆さんがいらっしゃいま

したら全てのチケットを無料で皆様に提供したいと思います。皆様いらっしゃ

いましたら、私ども、それに対して対応したいと思います。ありがとうござい

ました。 

 

岡山県 伊原木知事                                                       

岡山県知事の伊原木でございます。私は、日本と韓国は仲良くすべきだって

ずっと思っていました。ただ、残念なやきもきするような状況が続いておりま

したが、ユン・ソンニョル政権が発足して、本当に大統領が日韓関係を改善す

るために大活躍をされている、そんな時にこの地で日韓知事会議が開かれる時

に、ここに参加しないのはよくないということもあり、特に私は副会長も務め

ておりますし、国際関係の担当でもありますので、日本側の知事が少ないの

は、絶対にありえないということで来てみたら、結構たくさんいらっしゃって

おり、よかったと思います。  

皆様方を心より歓迎をいたします。 

まず、簡単に岡山県の紹介をさせていただきます。資料 35 ページにござい

ますが、岡山県は雨が降らない日が 276 日、大体平均よりも 1 ヶ月分晴れの日

が多い、日本で 1 番晴れの日が多いということで、大事なイベントで大切な方

が来られる時には、すごいプレッシャーになっておりまして、晴れの国なのに

雨じゃないかみたいなそういうプレッシャーがあります。私は 11 年間、大事

なイベントがことごとく晴れに恵まれておりまして、晴れの国の地にふさわし

い評価を得ているところでございます。 

政策について簡単に申し上げます。私は元々民間企業から知事になり、悪循

環を止めたいということと好循環を回していきたいということでずっとやって

まいりました。そのために今、多少我慢してでも未来のために投資をする、お
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金も時間も県全体でもそれぞれの会社も個人の健康のこととか家族のこととか

少しずつ投資をしようということをずっと呼びかけています。 

分野で言えば、教育の分野、産業の分野、教育はまさにその活動自体が投資

ですのでしっかりやろうと言っています。簡単にこの 11 年の成果を申し上げ

ますと、犯罪の発生件数は日本中で下がっているのですが、岡山県は特にその

スピードが早く、6 割削減されました。この 11 年間で、特に少年犯罪について

は 1/4 以下にしました。岡山の週末の夜の雰囲気は、元々田舎でのんびりした   

ところですが、田舎らしい平和な景色が戻ってきたということでございます。 

好循環ということで言えば、例えば子供たちの学力を大きく向上させること

ができました。平均になったということで、随分、成績は良くなってきまし

た。 

またこの岡山県への投資が以前の水準の 2 倍から 3 倍が今当たり前になって

きています。非常にありがたい流れができているなと思っています。残念なが

ら多くの県民の皆さんはそのような印象がないようでございまして、相変わら

ず私のイメージは大事なイベントで晴れにする知事ということでとまっており

ますけれども、しっかり頑張っていきたいと思っているところでございます。  

韓国との関係で言えば慶尚南道と提携させていただいているところでござい

ます。パク・ワンス知事は、今回お見えでないので是非よろしくお伝くださ

い。 

また皆様方のおかげで、つい 3 日前に 3 年 7 ヶ月中断をしていた岡山ソウル

便が復活しまして、みんなで大喜びをしているところでございます。是非とも

これからも連絡をとって、賑やかにしていきたいと思っています。岡山は温泉

があり、ゴルフ場がいっぱいあるっていうことで韓国の皆さんに人気のある場

所でございます。どうぞよろしくお願いいたします 

続いて、少子化のことについて一言申し上げます。先ほど、世宗市のチェ・

ミンホ市長の方から首都圏一極集中のお話がありました。私も、一極集中とこ

の少子化がかなり強く結びついていると感じています。大体のものについて、

ある方向に行き過ぎるとブレーキがかかるわけで、1 つの都市に人口が集まる

と通勤時間が長くなったり治安が悪くなったり、家賃が上がったりします。こ

こはちょっと住みにくいからということでバランスが取れるのですけれども、
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日本の東京、韓国のソウルについてはそういったことがなく、どんどんどんど

ん集中をしている。私、大学の工学部を出たわけですけれども、その歯止めが

効かずに一方方向に進んでいる、これは工学的に言えば、ネガティブフィード

バックじゃなくてポジティブフィードバックで、行けば行くほどもっとひどく

なるっていう、もしくは星の形成過程で言うと、星が重力崩壊して潰れてしま

う状況、大変危機的なことが両国で起きていると思っています。星がブラック

ホールになる過程と一緒、もうどんどんどんどんこう歯止めなく縮んでそこに

集中していって、まさに人を引き寄せ子供が産めない人口のブラックホールだ

ということを私自身は考えています。日本にとっても韓国にとっても非常に大

きな少子化の問題は人口を一極集中させないという問題と一緒になって考えて

いかなければいけないと考えております。本当にありがとうございます。 

 

広島県 湯﨑知事                                     

広島県知事の湯﨑でございます。本日は、イ・チョル会長はじめとする大韓

民国市道知事協議会の皆様に心から歓迎を申し上げたいと思います。 

まず、簡単に広島県のご紹介をさせていただきたいと思います。資料もご参

照いただければと思います。広島県は、南は大変温暖な島しょ部から北は雪深

い山間部まで多様な気候がある県でございます。農林水産業ではレモンの栽

培、カキの養殖が大変盛んで生産量日本一でございます。ちなみに第 2 位は宮

城県、第 3 位が岡山県じゃないかと思います。カキの生産県がここに揃ってお

ります。 

産業は「ものづくり」を軸としまして造船、鉄鋼、自動車などの重工業の他

に天然素材を用いた家具、あるいは化粧筆といった工芸品も大変たくさんござ

います。 

また厳島神社、原爆ドームという 2 つの世界遺産に加えまして歴史、文化、

食など多彩な魅力がございます。是非、皆様に広島を訪れていただければと思

っております。 

私は韓国との交流について、重点的にお話をさせていただきたいと思いま

す。 
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広島県は、これまでも話に出ておりますが、歴史的にかかわりが深く朝鮮通

信使は下蒲刈島と鞆の浦の港という 2 か所に寄港するところとなっておりまし

て、この下蒲刈島は現在でも朝鮮通信使行列を毎年再現しております。駐広島

韓国総領事が正使に扮しまして行列を行っています。そして鞆の浦というのは

通信使の皆様が「日東第一形勝」と呼ばれて、これは対馬から江戸までの間で

最も美しい景勝地であると評価をいただいた場所でございます。そのような歴

史があるわけですが、その他幅広い分野で交流を蓄積しております。 

県内では 5 つの自治体が韓国の自治体と友好提携を締結しております。近年

は韓国を対象としたインバウンドの政策、あるいは優秀な留学生の受け入れ促

進などにおきましても韓国との関係はより一層重要だと思っておりまして、教

育、経済、観光などの様々な分野で今後も交流の拡大を図っていくために自治

体間で協力して交流を促進してまいりたいと考えております。 

教育面におきましては県内 14 の大学や短期大学が、多数の韓国の大学と国

際交流協定を締結しております。中でも嶺南大学には本県の大学生を長期語学

研修生や短期文化研修生として受け入れていただいております。慶尚北道には

研修生の生活費など滞在費用をご負担いただくなど、大変手厚いご支援ご協力

をいただいているところでございます。その他、13 の県立高校が韓国の高校と

姉妹提携を結んでおりまして相互訪問であるとか、オンラインによる交流を実

施しております。他には広島県で毎年開催しております国内外の高校生等を広

島に招待しまして国際平和について議論・交流を行っています。平和のメッセ

ージを世界に発信する「ひろしまジュニア国際フォーラム」には、これまで韓

国から多くの高校生にご参加をいただいております。 

経済、観光分野におきましては県内から韓国に多くの企業が進出しており、

コロナ以前は韓国から最高で 10 万人以上の方が広島を訪問いただいておりま

した。本年７月にはコロナの影響によって運休しておりました広島とソウルを

結ぶ直行便が 3 年 7 ヶ月ぶりに再開いたしまして、10 月末から毎日の運行とな

っております。本県としてはコロナ以前にも増して広島と韓国の交流が活発に

なるように取り組んでいきたいと思っております。 

特に、次世代を担う世代の交流は将来の両国また両地域間の関係において非

常に重要な役割を担うことになると思います。今年度から慶尚北道との青少年
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交流事業を実施しておりまして、現在、浦項市の高校生の交流団を広島県で受

け入れております。また来年春には広島県からの青少年交流団の派遣を予定し

ておりまして、協力しながらさらなる交流を進めていくこととしております。 

このたびの日韓知事会議を契機に教育、経済、観光など様々な分野での自治

体間の協力が進んで本県そして日本そして大韓民国との結びつきがより強まる

ことを願っております。 

一つ、感謝申し上げたいのは、今年 G7 広島サミットにユン・ソンニョル大

統領においでいただきましたけれども、その後、広島県に在住する韓国人の被

爆者の方を、大統領が韓国にご招待をいただきまして、食事会を開催していた

だきました。被爆者の方々は涙を流して喜んでおられました。本当に心から感

謝を申し上げたいと思います。 

政策的なことは今回、省かせていただきたいと思っているのですが、私の最

大の功績は伊原木知事を岡山県の知事にしたということだという風に思ってお

りまして、我々はアメリカの大学院の同級生ですが、私が先に知事になりまし

て、あいつができるなら俺もできるに違いないということで岡山県知事が生ま

れたということです。最大の功績だと思っています。どうぞ 2 人並んで岡山は

右広島が左であります。よろしくお願いしたいと思います。 

 

全羅北道 キム・グァンヨン知事                                             

こんにちは。全羅北道知事のキム・グァンヨンです。私はイ・チョル知事と

共に大韓民国市道知事協議会の副会長をしております。今回、5 人が参加なさ

れましたけれども、皆さん与党に所属しておりまして私 1 人が野党の知事ござ

います。ですから私が出て均衡を保たなければと使命感をもって野党として参

加いたしました。 

私が申し上げたいのは地域の消滅の危機をどのように克服するのかという点

です。現在、全羅北道で進めている件について申し上げたいと思います。おそ

らく私が客観的に見るに、日本よりも韓国の首都圏集中がかなり深刻ではない

かと思います。皆さんがお話になられたので説明しますが、全羅北道も人口が

ずっと減少しておりますし、14 の市郡が私たちの道にあるのですけれども、そ

のうちの約 11 の市郡が減少地域などに指定されるほどで深刻です。調査をし
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てみましたところ、毎年青年たち約 8,000 人が首都圏へと移っています。です

から青少年が離れずにこの地域で就職できるように雇用を作ること、彼らを定

着させるということがとても重要だと思っております。若者たちが就職できる

良い雇用を作るということ。そういった意味で、私は大企業に投資するという

ことを公約として、去年当選いたしました。どのように企業に良い環境を作る

かということに関心を持って、そのことをずっと考えていました。地域に良い

働き口を作って青年たちが地域に定着できるよう支援することが最大の枠組み

です。  

大規模な企業投資誘致を通じて新しい雇用を創出し、地方企業の経営環境を

改善して、企業が良い雇用を創出できるよう、企業の成長を支援しておりま

す。特に、大規模企業の投資誘致のため昨年末、関連法の改正を推進し、今年

7 月、セマングムに投資する企業に法人税免除などを与えることができる「セ

マングム投資振興地区」の指定を受ける成果もありました。また、地方企業の

成長のため道内企業のスマート工場化を支援しております。  

また 1 社-1 公務員制度を導入し我が地域にある 500 社の企業の苦情を毎月確

認し、企業の困難を解消するために積極的に努力しています。  

このような努力を通じて 9,000 の地元雇用を創出する予定であり、このう

ち、大企業から 5,500 の雇用を創出することが期待されています。  

そしてまた環境の取り締まりをやっておりますけれども、これも予告をし

て、「いつ環境取り締まりをするから、それまで取り締まり環境について準備

してください。」ということをしています。課徴金を徴収し、その後改善する

よりは事前に改善するという効果があるので、企業は事前に予告することを喜

んでいます。そして時期も選択できるように機会を与えています。そして安定

的な労使関係を確保するため労使が共に協力し、その結果過去 10 年間 1 年に

約 1 兆ウォンほどの投資を誘致したのですが、今、1 年 4 ヶ月ほどになります

けれども約 7 兆の投資を誘致しています。もちろん蓄電池バッテリーに関する

企業がセマングムの干拓地域に集中的に入ってきまして、それが急速に進んで

います。 

それからもう 1 つはスタートアップがベンチャー企業、そしてスタートアッ

プを育成する授業をしておりまして、プロジェクトとして、企業を活性化する
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努力を集中的に行っております。また先日、江原道が特別自治道として出発い

たしました。私たち全羅北道も来年 1 月に特別自治道として出発します。 

今、4 つの市道が特別自治区になっています。どこを指定するか、最も落ち

込んで発展が遅れている地域に自治権を与えて、もっと頑張ってくださいとい

うことで指定されたということですですから、国の政策が一度に適用されると

いうよりは、全羅北道がテストベッド的な役割として革新的な政策として行わ

れているということです。全羅北道は農業とグリーンエネルギー、文化に優れ

た都市であり、中央の部署が持っている権限を特別自治道が受けつぎ自立的に

行っていこうと思っております。 

全羅北道は鹿児島県と 34 年間交流をしております。石川県とは 22 年間交流

を進めてきております。昨年、鹿児島県も直接訪問しています。先ほど静岡県

の知事もよいお言葉をくださいました。アジア文化都市交流をしている都市が

私たちの全羅北道の首都になっております。そこに入れてくださってありがと

うございます。今後、イベントがどんどんうまくいくように事業がどんどんう

まくいくように頑張っていきたいと思います。 

今後、韓国と日本はイ・チョル会長がおっしゃったように、野党の立場でも

日韓関係がより望ましい方向へと改善されて協力関係が持続し、また、過去の

韓国が日本よりずっと経済力がなかった頃、お互いの協力をするのに障害があ

ったということは事実ですけれども、今は協力するにあたってパートナーの関

係、そして友達のように過ごせる条件、環境が成熟していると思います。共に

手を携えて色々なことをやっていけば、世界において、そして東アジアが一層

脚光を浴びるそういった機会になるのではないかと考えております。ありがと

うございます。 

 

長野県 関副知事                                                       

ありがとうございます。長野県副知事の関でございます。本来ですと阿部知

事が出席をさせていただいて皆さんと交流を深めるべきところでありますが、

本日出席ができませんので、私から長野県の状況を説明させていただきますの

でよろしくお願いいたします。 
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まず、長野県はこの山梨県の隣、西北側にあります県で、3000m 級の日本ア

ルプスに囲まれた県であります。 

長野県と皆さんとの交流は 2015 年に長野県知事が韓国を訪問し、その際ソ

ウル特別市、江原特別自治道の皆さんと交流協約書を取り交わさせていただき

ました。コロナ禍で一時停滞をしておりましたが、交流を再開するために今年

の 1 月、私が訪問団の皆さんと共にソウル特別市と江原特別自治道を訪問させ

ていただき、今日、お見えのキム・ジンテ知事にも歓迎をしていただき、その

際はお世話になりましてありがとうございました。 

また、江原特別自治道では 9 月に「2023 江原世界山林エキスポ」が開催を

され、私どもの職員も訪問させていただき、今後の交流について協議をさせて

いただいたところであります。 

それから今年の 12 月に日本の自治体国際化協会と大韓民国の市道知事協議

会が共同で開催をされる「海外自治体幹部交流協力セミナー」の研修先として

として長野県を訪問していただくこととなっております。韓国から自治体幹部

の皆さんにお越しいただいて、今日のテーマでもあります「人口増加」につい

て視察をしていただきます。そういった意味では長野県で人口増加に顕著な成

績を上げている市町村を訪問していただき意見交換をしていただくこととなっ

ておりますので、また今後の参考にしていただければと思っております。 

それから今後の日韓の連携についてであります。日韓がお互いの長所、ポテ

ンシャルを生かして win‐win の関係で連携することが、様々な地域課題の解

決や地域の活性化につがると考えております。 

資料にも記載をさせていただきましたが、長野県では 1998 年に冬季オリン

ピックパラリンピックを開催いたしました。韓国でも先ほどお話があった江原

特別自治道で 2018 年に平昌オリンピックが開催されたところでありますが、

このアジアで言いますと、元々1972 年の札幌オリンピック、1998 年の長野オ

リンピック、2018 年の平昌オリンピック、そして 2022 年には北京でオリンピ

ックが、冬季オリンピックが開催されたところであります。残念ながらもう 1

回札幌で 2030 年という話がありましたが、一旦 2030 年は中断をされておりま

す。ただ、こうした形で冬季スポーツが開催できる数少ない地域だという風に
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思っております。そういう意味でこの冬季スポーツを通して雪と氷に親しんで

いく文化を是非、世界に発信していければと思っております。 

2024 年には江原特別自治道で冬季ユースオリンピックが開催をされるという

ことを、先ほどキム・ジンテ知事からもご説明がありましたが、長野県として

も是非協力をさせていただいて交流を深めたいと思っております。 

また、余談ではありますが、長野県の県庁の所在地の長野市の市長は荻原健

二さんという有名なオリンピックのゴールドメダリストであります。ゴールド

メダリストが長野市の市長を現在務められておりますので、是非、長野市長と

も一緒にこの冬季オリンピックを開催した地として、このアジアでの交流を深

めていきたいと思っております。 

また長野県は健康長寿県でもあります。その長寿の要因というのは先ほども

いくつかお話がありましたが、長野県としては味噌とか日本酒、ワインといっ

た発酵食を多く文化として持っております。そういう意味では海外からも多く

の観光客の皆さんに訪れていただいておりますが、ご当地山梨県もワインの生

産日本一の地でありますし、韓国でもワインが作られているという風にお聞き

しております。そういった意味ではスポーツだけではなく東アジアのワインも

世界に売り込むということでは日本と韓国で、一緒に長所を出し合って協力し

ていければ、さらに良いのではないかと思っております。 

先ほど申し上げましたように、冬季オリンピックを開催した長野県では上質

なパウダースノーを有するスキー場や温泉が楽しむことができます。また冬以

外にも高原リゾートで行うゴルフとか 3000m 級の山々での登山ということ

で、現在韓国から非常に多くの皆さんに登山に訪れていただいております。そ

うした様々なアクティビティを楽しんでいただくことができますので、是非ま

た次の機会に長野県をご訪問いただければと思っております。 

最後になりますが、様々なこうした交流を通して、皆さんと一緒に道・市の

発展につながるような交流を続けていきたいと思いますので是非よろしくお願

いいたします。ありがとうございます。 
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京都府 山下副知事                                                          

京都府の山下でございます。京都と韓国の関係は海を隔てて隣ということ

で、日韓露のフェリーが走っていましたが、ウクライナ侵攻で止まってしまい

ました。大変残念でございます。早く平和が戻ってほしいと思っております。   

今日は子育て・少子化対策についてお話しさせていただきます。 

福田栃木県知事さんがおっしゃられた 1.24 よりも京都府はさらに下回ってお

り、1.18 で全国でも下の方にいるところです。 

この原因は、日本全国の共通の課題に加え、1 つは、大学生の数が非常に多

く、特に京都市内では 10 人に 1 人以上が大学生という状況になっておりま

す。また、三日月滋賀県知事と喧嘩しているわけではありませんが、子育て世

代の方が家を持たれるときに、滋賀県に持たれることが非常に多く、子育て世

代が流出していることも非常に大きな原因ではないかと思っています。子育

て・少子化対策は総合対策だと思いますが、その後ろには、文化や社会システ

ムといった大きな課題が潜んでいると思います。特に文化面では、おそらく韓

国の皆さんと同じだと思いますが、儒教文化の影響が非常に残っており、男女

の役割論というのは今でも非常にどこかに潜んでいるような状況だと思いま

す。 

それを改善するために 3 つのテーマで、根本的なところからやり直そうとし

ており「風土づくり」と「まちづくり」と「職場づくり」をやってきました。 

「風土づくり」では、赤ちゃんを連れて外出し、赤ちゃんが泣いたときに親

御さんが困られているわけですけど、そんなことは困らなくてもいいよと。赤

ちゃんが泣くのは赤ちゃんの仕事だからと理解しようといったキャンペーンを

行っています。「まちづくり」では、19 の地域でモデル地域づくりをやらせて

いただいたり、また、「職場づくり」では、非正規と正規の方の結婚組数が全

然違うため、これを同じようにしていきたい。あるいは、男女間の賃金格差を

なくしたい、子育て休暇を男女とも取っていただきたいというような施策を今

やっておりまして、子育てにやさしい企業になろうといった宣言企業が、今、

2000 社を超えたところでございます。 

これまでやってきたことをもう一度見直して、新たな戦略とそれを進めるた

めの条例を作っている最中でございます。人間は子育ての期間が非常に長いた



38 

 

め、親御さんだけでは子育ては担いきれないことからも、基本的には共同養育

をやってきたと思います。みんなが子育てに参加する社会だったと思います。

しかも、子育てしている方々が近くにいらっしゃった社会だと思いますが、そ

れが子育てしている方々が孤立している、地域で少なくなっている。そのよう

な状況ですので、もう一度それを取り戻そうというようなことを始めていきた

いと考え、新たな戦略の中の１つの視点として今回重きを置いて計画づくりを

しています。 

今、社会課題解決型のスタートアップが京都でもものすごく増えてきていま

す。その中には、例えば、フェムテックだとか子育て期の家庭をサポートする

ようなサービスだとか、様々なサポート企業が出ております。こういうことを

我々は官民連携の DX による子育て期の負担軽減や親御子さんが、SOS を気楽

に発進できるようなシステムを作っていきたいと今考えているところでござい

ます。 

文化、社会システム、一極集中、それから男女間の格差、これはおそらく韓

国と我々は共通しているため、小さな仕組みでも、先進事例をお互いに勉強さ

せていただき、交流させていただきながら、この課題を解決していきたいと思

っているところでございます。 

もう 1 つだけ、今日お話聞いて、世宗市がスマートシティをやっておられま

す。実は、京都は関西文化学術研究都市、これは国の 2 つのサイエンスシティ

の１つですが、そこでスマートシティを進める取組をしています。今、1 番大

きく取り組んでいるのが交通システムです。誰もが社会に出られる交通システ

ム、これは MaaS や自動運転など、そのようなものを取り入れたものですが、

これは子育て期の方にも有用だと思っています。 

それからもう 1 つは健康長寿です。健康長寿のための社会システムをどう作

っていくかということを今、実証実験していますが、実はこのことも、子育て

期のご家庭にもサポートできることだと思っています。このような具体的な取

組をお互いに開示し合い、連携ができればありがたいと思っています。ありが

とうございました。 
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福岡県 江口副知事                                                                          

福岡県の江口でございます。資料 51 ページからご覧ください。 

福岡県は九州アイランドから、今回唯一参加しており、その九州の 1 番北に位

置をしており、いわゆる九州と本州を結ぶ交通の要所と言われます。福岡市と

北九州市という巨大な政令指定都市を 2 つ抱えておりますから、都会でもあ

り、案外豊かな自然も多くて、農林水産業も盛んで製造業からサービス業まで

様々な産業が集積していると言えると思います。 

それで韓国との距離で言いますと、福岡―東京間よりも福岡―ソウル間の方

が近いということでございます。ちょうど仁川が福岡空港から 1 時間半程度で

ございまして、ソウルが 1 時間ぐらいだと思います。釜山に至っては 40 分ぐ

らいで行くのではないかと思いす。古くから朝鮮半島それから中国大陸の交流

の窓口となってきたということがございます。 

特に最近は、コロナが明けまして韓国からの観光客がたくさん来ていただい

ております。先日、福岡市内でバスに乗っておりましたら韓国のカップルの方

だと思いますけども、カードを使いながら乗られているのを見て、いたく感心

したのを覚えております。さらに色々来ていただけるとありがたいと思ってい

るところでございます。 

そのようなこともありまして、古くから韓国との交流を色々やらせていただ

いています。民間の日韓親善協会あたりも活発な交流をさせていただいており

ます。 

それでは実態はどうだということになりますが、この資料にありますように

我が福岡県を始めとした日韓海峡を挟んだ 8 つの自治体で日韓海峡沿岸交流知

事会議を毎年開催しております。1992 年から各県、市道の持ち回りで実施をし

ております。ちょうど昨年は記念すべき第 30 回を福岡で開催をさせていただ

いて、テーマはグリーン成長戦略の推進ということで実施をさせていただきま

した。今年は一昨日でございまして、全羅南道において、ポストコロナの観光

活性化をテーマにして意見交換をさせていただきました。うちの服部知事が出

席をさせていただいて、大変有意義な会議になったと聞いているところでござ

います。 
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実はこの知事会議で意見交換等いろいろとやるわけですが、これを踏まえて

これまで 8 つの自治体で共同事業をやってきております。例えば稚魚の放流だ

ったり海岸の一斉清掃であったりとか実施しております。今年度は新たにグリ

ーン成長戦略をテーマにした日韓学生会議を実施するということも予定をして

いるところでございます。 

今後も、この会議を通じまして、さらなる交流協力関係の強化を図っていき

たいと思っております。 

それからテーマの 2 つ目、少子化対策でございます。本県の子供の出生数・

婚姻件数は資料の通り減少しているということでございます。結構、福岡県は

若い女性の比率は高いのですが、そういう中でも合計特殊出生率は 1.33、日本

の平均は上回ってはいるものの、人口維持するために必要とされているのは

2.07 ですので、これは大幅に下回っているということで少子化待ったなしとい

う状況でございます。そういうことで我が県としても出会いや結婚、出産育児

までライフステージに応じた支援も色々やっております。いくつか紹介しま

す。 

まず 1 つは、社会全体で結婚の気分を盛り上げていこうじゃないかというこ

とで、2005 年度から出会い応援団体の登録を推進しております。2600 団体が

登録し独身者の出会いイベントを実施していただいています。そのカップルの

成立率は 43.5%ということで、比較的高い成果を出しております。そのような

こともありまして、今年度から、出会応援団体の独身者の方を対象に AI で相

性の良いカップルの間でイベントを開催するということをやり始めておりまし

て、さらにカップル成立率が高くなることを望んでいるところでございます。 

また、2003 年度から企業のトップの方々に従業員の仕事と子育ての両立を応

援する取り組みを社長自ら宣言してもらい、それを福岡県に登録していただく

ということをやっていただいておりまして、現在、8400 の登録企業を数えてお

ります。働きやすい職場が実現しており、従業員の方に聞くとモチベーション

アップに繋がっているとの声もあるわけでございます。 

最後に地方創生ですが、今、県で力を入れているのがワンヘルスの推進とい

うことでございます。聞き慣れない言葉かもしれませんが、COVID-19 もそう

ですが、人獣共通の感染症ということで、人の健康、ウェルビーイングという
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概念もございますけども、それを守っていくためには人と動物、環境の健全性

を一体として守っていかなければいけないということで、それを一体的に守っ

ていくというワンヘルスの取り組みを行っております。農林水産物の認証だと

かワンヘルスの森だとかをやっているわけでございます。そしてその実践拠点

として人の健康と環境の保全に関する調査・研究機能を持つ「保健環境研究

所」と、動物の保健衛生を一元的に扱う「動物保健衛生所」が、相互に連結を

いたしました「ワンヘルスセンター」、これを 2027 年の供用開始を目指して建

設をしております。 

また国立感染症研究所のサテライトとしてアジア各国でありますとか、九州

各県大学などが連携をして人獣共通感染症などの対策を行う「アジア新興・人

獣共通感染症センター」の九州への設置、これも国に要望をしているところで

ございます。 

それからアジア獣医師会連合（FAVA）というのがございますけども、これ

のワンヘルスに特化した福岡オフィスを開所していただきました。今後、世界

動物保健機構など国際機関とも連携をいたしまして人獣共通感染症対策などに

取り組んでいきたいと考えておりまして、日本のみならず、アジアそして世界

におけるワンヘルスの推進に貢献することを目指していきたいと考えておりま

す。 

1 番最後に地方創生の取り組みについて、最近、若い職員のアイデアを募集

しまして面白い取り組みが 2 つぐらいありましたので、ここに書いておりま

す。 

1 つは人気ゲームのマインクラフトを活用して県内の有名な建造物、福岡県

に関係した作品を作ってもらってコンテストをやったわけでございます。10 日

間でのべ 1560 人にご来場いただいたということであります。一定の効果があ

ったのかなと思います。 

最後に書いておりますのは、どこもそうだと思いますが、なかなか継続が難

しいお祭りでありますとか、風習その他の地域の伝統行事をお助けする広域的

な体制として、「地域伝統行事お助け隊」なるものを作りまして、そこで登録

をしていただいて伝統行事に派遣する事業も開始しました。何かの参考になれ

ば幸いでございます。以上でございます。 
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３  まとめ 

大韓民国市道知事協議会会長 イ・チョル慶尚北道知事                         

まずは仁川広域市長から、先ほどのお話の中で内容を少し訂正させていただ

きたいというお話がありました。それをまず訂正したいとのことです。 

 

仁川広域市 ユ・ジョンボク市長                           

岡山県伊原木隆太知事の方から非常に素晴らしいお話をしてくださいまし

た。1 つだけは訂正させていただければと思います。10 月 29 日からソウル岡

山の就航についてお話がありました。仁川から岡山の就航でございますので、

これは知事の皆様にもお知らせしたいと思いまして、今、日本から韓国に就航

している航空便は羽田空港を除きましては、全て仁川に到着します。東京成田

を始め大阪、名古屋、福岡、札幌、沖縄、仙台、宮崎、広島、松山また佐賀、

熊本、米子、高松全てのところから仁川と結ばれています。また仁川から 7 月

から就航しはじめ、10 月から岡山。全ての飛行機は仁川であるということをこ

の場で強調したいと思います。皆様、仁川にいらっしゃいましてソウルの空港

とおっしゃってはいけないので、正したいと思います。 

 

大韓民国市道知事協議会会長 イ・チョル慶尚北道知事                         

仁川市長のお話ですが、全ての空港ではないと思いますよ。金浦空港もあり

ますしまた大邱空港もあります。全てが仁川ではありません。私は大邱空港か

ら成田空港まで今回参りました。また北東アジアの 6 カ国、韓国日本北朝鮮ロ

シアモンゴル中国この 6 か国 72 の自治体が加盟している NEAR という団体が

慶尚北道にあります。横浜総領事がこの事務総長を務められまして、日本に来

られたのですけれども、日本の自治体からの加盟というものが少ないので、皆

様、その団体に是非ご参加していただければと思います。 

 

横浜総領事                                        

あの発言の機会をいただいてありがとうございます。先ほど、イ・チョル知

事から言われました北東アジア地域自治体連合(NEAR)という英語では NEAR

近いという意味ですが、今、79 の自治体になっています。日本は 11、韓国は
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16、モンゴル 22、ロシア 16、中国 13、また北朝鮮も 2 つの広域自治体が入っ

て、2 年に 1 回定期総会、また毎年いろんな分野の中で 7 つの文化委員会があ

って関心を持っているところの委員会に参加して、いろいろな情報交換、意見

交換ができる、そういう仕組みで私が事務総長の時、宮城県に加入のお願いに

行って村井知事にお会いできなかったですが、その時、官邸に行かれておりま

して副知事にお目にかかり、その後、手紙でいろんな案内を送りましたら村井

知事からは丁寧にまた返答をいただきました。 

例えば山梨県がこういう国際会議をやりたいと言ってその事務局に文書 1 枚

送りますとロシア語、モンゴル語、中国語、英語、韓国語、日本語の 6 か国語

で翻訳してその 80 の自治体に全部送ります。そこから参加を呼びかけること

ができる、とても良い仕組みです。以上です。 

 

 

残念ながらもう時間があまりありませんので最後に私の方が取りまとめをし

て共同声明に移りたいと思います。 

先ほどから皆さんのお話を聞いておりました。やはりどこも同じような状況

で中心部・首都圏に人がどんどん集まっていき、それ以外の地域はどこも人口

が減っていく、そして、なかなか少子高齢化が止まらないという課題を抱えて

いるといった共通認識を持っていると思っております。 

私自身は、人口を増やすというのも非常に重要ですけれども、同時にアジア

地域は 1 つになって交流人口、旅行者を増やすことによって、お互いの経済を

支え合うという構造を作ることも非常に重要ではないかと思っております。 

仙台も仁川空港と直行便がありまして、人だけではなく物資も成田や羽田に

持っていって出すのではなく、東北の良いものはハブ空港である仁川に持って

いって、仁川から世界に出せばよいと常々言っております。 

また観光面でも韓国の良い文化を取り入れようと思いまして済州のオルレを

今、東北で宮城だけがやっております。九州ではよくやられているトレッキン

グです。人が行き交うような、あの文化を作っていきたいと思っております。 

全国知事会会長 村井宮城県知事                                           
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そのようなものについて日韓知事同士がこのような形で共通認識を持って取

り組んでいけるということになれば、必ず次の施策に繋がっていくだろうと思

っております。 

今日はいろいろな提案が韓国側から、また日本側からも出ましたけれども、

このメンバーだけで決めるわけにはいきませんので、お互い全ての知事の意見

を聞かなければならないので、今日頂いた提案を 1 回持ち帰りまして事務局同

士でよく協議して次の時につなげていきたいと思います。 

共同声明につきまして事前に作ったものをベースにお話をさせていただきた

いと思います。それでよろしいでしょうか。じゃあそのようにさせていただき

たいと思います。 

それではお手元にお配りをいたしました共同声明について原案を読み上げた

いと思います。まずは全国知事会の中島正信事務総長お願いいたします。 

 

４  共同声明とりまとめ 

全国知事会事務総長読み上げ                                                     

大韓民国市道知事協議会事務総長読み上げ                                                                                     

※それぞれ日本語・韓国語で共同声明読み上げ 

 

全国知事会会長 村井宮城県知事                                         

異議なしということで、この原案を共同声明といたします。みなさま、あり

がとうございました。 

今回は 6 年ぶりに対面と会議となりより身近にお互いを感じる中で開催する

ことができました。また地方政府として共通の課題に対する様々なご意見があ

りえ今後の地方行政に生かすことができることを確信いたしました。 

ありがとうございました。 

※共同声明に両国会長署名 
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第７回 日韓知事会議 共同声明 

日韓地方政府による新たな協力体制の構築に向けて 

 

本日、我々は、日本を代表する富士山の麓、ここ山梨の地で、韓国側５名、

日本側１１名、総勢１６名の知事・市長等が参加して、第７回日韓知事会議を

開催し、日韓の地方行政が共通に抱える課題について忌憚のない意見交換を行

った。 

本日の会議は、長きにわたる日本と韓国の交流の積み重ねによって６年ぶり

に開催できた、極めて意義深い機会であったことを参加者一同は確認した。 

日韓両国の交流は、近年困難な状況に直面していたが、現在その状況は急速に

改善しつつある。その背景には、両国が長年にわたって文化や経済などの分野

で草の根の交流を続けてきたことや、両国の若者達の交流と相互理解が拡大し

ていることが大いに寄与している。両国の若者達の交流は今後の日韓関係の未

来を明るくする。 

域内の脅威と緊張感が高まっている現時点において、日韓両国の関係改善は

この地域の安定にとって不可欠であり、両国の地方政府間において、本日を契

機に、ますます交流を深め、両国関係の深化と発展の一翼を担っていく。 

「第７回日韓知事会議」では、「少子高齢化・地方創生均衡発展・日韓の自治

体間の協力」の３テーマを掲げ、知事・市長等からの具体的な提案と闊達な討

論がなされた。 

私たちは、これら３つのテーマが、日韓両国の地方政府にとって喫緊のかつ

重要な課題であるだけでなく、国の将来を左右する国家的課題であること、ま

た、粘り強く継続して取り組むべき課題であり、未来を見据え、日韓の地方政

府をけん引するリーダーとして、協力し知恵を出し合い解決に向かって力強く

一歩を踏み出すことを確認した。 

最後に、２０２５年に第８回日韓知事会議を韓国で開催し、両国の地方政府

間交流をより一層深めていくことで合意した。 

２０２３年１１月１日 

日本国全国知事会                大韓民国市道知事協議会 



46 

 

【参考写真】 

（１）米倉山電力貯蔵技術研究サイト視察 
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（２）記念植樹「世界の森やまなし」 
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（３）第７回日韓知事会 
                       

  

  

会場全体図                会場内 

全国知事会会長 宮城県知事        大韓民国市道知事協議会会長 慶尚北道知事 

開催地 山梨県知事             仁川広域市長 

栃木県知事                 世宗特別自治市長 
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静岡県知事                 滋賀県知事 

 鳥取県知事                 江原特別自治道知事 

 岡山県知事                  広島県知事 

全羅北道知事                長野県副知事 
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日韓両国会長による 

 

 京都府副知事                福岡県副知事 

富士五湖自然首都圏フォーラム会長      駐日横浜総領事 

日韓両国事務総長による共同声明発表 

日韓両国会長による 
共同声明署名 
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日韓知事会議終了後の記者会見 

日韓知事会議記念写真 


